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地
域
福
祉
計
画
市
民
懇
談
会
を

開
催
し
ま
す

埼
玉
中
部
広
域
清
掃
協
議
会

『
ご
み
処
理
基
本
計
画
』『
新
ご
み
処
理
施
設

整
備
構
想
』に
つ
い
て
意
見
を
募
集
し
ま
す

学
校
給
食
運
営
委
員
会
・
物
資
選
定
部
会
と

学
校
給
食
運
営
委
員
会
公
開
の
お
知
ら
せ

教
育
員
会
定
例
会
開
催
の

お
知
ら
せ

桶
川
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
誰
も
が
地
域
の
つ
な
が
り
の

中
で
、
共
に
支
え
あ
い
、
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
よ
う
「
桶
川
市
地
域
福
祉
計
画
」

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

計
画
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
提
言
な
ど
の
反
映
が

必
要
な
こ
と
か
ら
「
市
民
懇
談
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
懇
談
会
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

や
課
題
、
ま
た
、
地
域
で
の
取
り
組
み
に

必
要
な
こ
と
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
▼
①
7
月
12
日
㈯
②
7
月
13
日
㈰

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
▼
①
保
健
セ
ン
タ
ー
②
地
域
福

祉
活
動
セ
ン
タ
ー

対
象
者
▼
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

詳
し
く
は
�
社
会
福
祉
課

埼
玉
中
部
広
域
清
掃
協
議
会
で
は
、
東

松
山
市
・
桶
川
市
・
滑
川
町
・
嵐
山
町
・

小
川
町
・
吉
見
町
・
と
き
が
わ
町
・
東
秩

父
村
の
合
計
8
市
町
村
（
以
下
「
構
成
市

町
村
」
と
い
う
。）
の
共
同
の
ご
み
処
理

施
設
建
設
の
た
め
、『
ご
み
処
理
基
本
計

画
』『
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
構
想
』
を

策
定
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
基
本
計
画
な
ど
を
掲

載
し
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

意
見
募
集
の
期
間
▼
7
月
1
日
㈫
〜
31

日
㈭意

見
を
提
出
で
き
る
人
▼

�
構
成
市
町
村
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

�
構
成
市
町
村
に
事
務
所
・
事
業
所
が
あ

る
個
人
・
法
人
・
団
体
の
人

�
本
計
画
ま
た
は
構
想
に
利
害
関
係
が
あ

る
個
人
・
法
人
・
団
体
の
人

掲
載
場
所
▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
書
類
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
（
環
境

セ
ン
タ
ー
内
）・
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
・

埼
玉
中
部
広
域
清
掃
協
議
会
事
務
局
で
も

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

提
出
方
法
▼
所
定
の
意
見
書
に
必
要
事

項
を
明
記
し
、
メ
ー
ル
（chuukouclea

n@
bz04.plala.or.jp

）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
4

9
3
―
81
―
6
2
0
0
）
ま
た
は
郵
送
で

埼
玉
広
域
清
掃
協
議
会
事
務
局
（
〒
355
―

0118
吉
見
町
大
字
下
細
谷
411
吉
見
町
役
場

内
）
へ
。

問
合
せ
�
埼
玉
中
部
広
域
清
掃
協
議
会

事
務
局
�
０
４
９
３
―
８１
―
６
１
１
０

【
第
1
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会
・
物
資

選
定
部
会
】

と
き
▼
7
月
3
日
㈭
午
後
3
時

と
こ
ろ
▼
桶
川
公
民
館

【
第
2
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会
】

と
き
▼
7
月
24
日
㈭
午
後
3
時

と
こ
ろ
▼
桶
川
公
民
館

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
学
校
支
援
課
（
学
校
給
食

運
営
委
員
会
事
務
局
）

【
第
7
回
定
例
会
】

と
き
▼
7
月
22
日
㈫
午
後
2
時

と
こ
ろ
▼
桶
川
公
民
館

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
次
回
の
教
育
委
員
会
定
例
会
は
、

8
月
28
日
㈭
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課

・
・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
・
・

桶
川
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ

た
り
、「
街
を
き
れ
い
に
！
」
を
合
言
葉

に
、
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
花
い
っ
ぱ
い
運

動
に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
町
会
や
子
ど
も
会
な
ど
の
団

体
が
、
力
を
合
わ
せ
て
地
域
の
公
園
や
広

場
ま
た
は
道
路
の
緑
地
帯
の
花
壇
な
ど
に

花
を
植
え
た
り
、
花
の
種
を
ま
い
て
「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
実
施
し
た
場
合
に
、

補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

補
助
対
象
▼
種
・
苗
・
肥
料
・
土
な
ど

（
1
万
円
を
限
度
）
※
た
だ
し
予
算
に
限

り
が
あ
り
ま
す
。

事
業
実
施
予
定
団
体
は
お
早
め
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
自
治
文
化
課
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
事
務
局
）

７月
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　 動 報 告
かつ

どう ほう こく 放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

嘱
託
指
導
員
募
集

『
坂
田
東
高
齢
者
等
借
上
型

市
営
住
宅
』
の
入
居
者
募
集

「
桶
川
市
み
ど
り
の
基
金
」
に

寄
附
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
方
々

育
児
休
業
代
替
職
員
の

登
録
試
験
の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
度
准
看
護
学
生
募
集

栄養士（11月1日採用職員）を
募集します

試験日�8月3日㈰
職種�栄養士職（管理栄養士有資格者対象）
人数�1人
申込期間�【郵送】7月4日㈮～11日㈮※消印
有効【持参】7月4日㈮～14日㈪午前8時30
分～午後5時15分（土・日除く）

※詳細は受験案内をご覧ください。受験案内は、
7月1日㈫から本庁舎（総合案内）・分庁舎
（総務課）で配布。ホームページからもダウ
ンロードできます。

詳しくは�総務課

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
8
月
1
日
か
ら

勤
務
で
き
る
嘱
託
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

試
験
日
▼
7
月
11
日
㈮

試
験
会
場
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

試
験
方
法
▼
作
文
お
よ
び
面
接

募
集
人
員
▼
1
人

申
込
み
資
格
▼
昭
和
30
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
育
士
・
教
諭
・

社
会
教
育
主
事
・
社
会
福
祉
主
事
・
児
童

厚
生
員
・
母
子
指
導
員
の
い
ず
れ
か
の
資

格
を
有
す
る
人
ま
た
は
採
用
ま
で
に
資
格

取
得
見
込
み
の
人

受
付
期
間
▼
7
月
9
日
㈬
ま
で
の
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
（
土
・
日
を

除
く
）

※
募
集
案
内
は
保
育
課
（
保
健
セ
ン
タ

ー
）
で
配
布
し
ま
す
。

申
込
み
▼
履
歴
書
お
よ
び
資
格
証
の
写

し
（
資
格
取
得
見
込
み
の
場
合
は
、
見
込

証
明
書
な
ど
の
原
本
）
を
保
育
課
へ
持
参

※
履
歴
書
は
市
販
の
も
の
で
可
。
職
歴
を

詳
し
く
記
入
し
、
上
半
身
脱
帽
正
面
向
き

で
最
近
3
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を

貼
付
。

※
採
用
後
の
勤
務
条
件
な
ど
に
つ
い
て
は
、

募
集
案
内
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
保
育
課

坂
田
東
高
齢
者
等
借
上
型
市
営
住
宅

（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ホ
ー
ム
）
に
は
、
10
世

帯
が
入
居
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ

満
室
で
す
が
、
退
去
者
が
出
た
場
合
の
入

居
補
欠
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
み
▼
7
月
24
日
㈭
〜
31
日
㈭（
土
・

日
を
除
く
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

分
）
に
建
築
課
（
分
庁
舎
）
で
受
け
付
け

ま
す
。

所
在
地
▼
坂
田
東
三
丁
目
20
番
1
号

（
坂
田
宮
前
公
園
北
側
）

構
造
・
間
取
り
▼
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
2
階
建
・
2
Ｄ
Ｋ

設
備
▼
共
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
各
住
戸

に
電
気
式
コ
ン
ロ
設
置
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

仕
様

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
7
月
17
日
㈭
〜
31

日
㈭
ま
で
の
間
、
市
役
所
、
分
庁
舎
、
東

部
連
絡
所
、
駅
西
口
連
絡
所
で
配
布
さ
れ

る
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
�
建
築
課

市
で
は
、
市
民
な
ど
と
企
業
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
『
桶
川
市
み
ど
り
の
基

金
』
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

寄
附
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。

有
限
会
社

庄
和
商
事

様

桶
川
花
と
緑
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
会

様

皆
様
の
緑
化
に
対
す
る
善
意
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

詳
し
く
は
�
環
境
課

育
児
休
業
な
ど
を
取
得
す
る
職
員
の
代

わ
り
に
業
務
を
行
う
、
任
期
付
職
員
の
登

録
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日
▼
7
月
30
日
㈬

登
録
職
種
▼
①
事
務
職
【
一
般
】・
事

務
職
【
社
会
福
祉
士
】・
保
育
士
職
②
保

健
師
職
（
登
録
制
・
試
験
免
除
）

試
験
内
容
▼
作
文
お
よ
び
面
接

受
付
期
間
▼
【
持
参
】
7
月
3
日
㈭
〜

18
日
㈮
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

（
土
・
日
を
除
く
）【
郵
送
】
7
月
3
日

㈭
〜
16
日
㈬
※
消
印
有
効

※
詳
細
は
、
登
録
案
内
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。
登
録
案
内
は
、
本
庁
舎
（
総
合
案

内
）・
分
庁
舎
（
総
務
課
）
で
配
布
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
�
総
務
課

桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師
会
立
准
看
護

学
校
で
は
、
准
看
護
学
生
を
一
般
募
集
し

て
い
ま
す
。

募
集
人
員
▼
35
人

願
書
受
付
▼
11
月
17
日
㈪
〜
12
月
1
日

㈪
※
消
印
有
効

試
験
日
▼
12
月
6
日
㈯
※
一
次
募
集
で

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
二
次
募
集
あ
り

試
験
会
場
▼
桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師

会
立
准
看
護
学
校

受
験
科
目
▼
現
代
国
語
・
一
般
常
識
問

題
・
小
論
文
・
個
人
面
接

合
格
発
表
日
▼
12
月
9
日
㈫
午
前
11
時

願
書
請
求
▼
当
校
所
定
の
入
学
願
書
は

窓
口
に
て
一
部
1,
0
0
0
円
で
販
売
し

て
い
ま
す
。
郵
送
希
望
者
は
郵
送
料
（
切

手
205
円
分
）
と
願
書
代
（
郵
便
局
発
行
�

定
額
小
為
替
1,
0
0
0
円
分
※
為
替
証

書
に
は
一
切
記
入
不
要
）
を
同
封
し
、
封

書
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

学
校
説
明
会
▼
7
月
17
日
㈭
、
8
月
25

日
㈪
、
10
月
1
日
㈬
い
ず
れ
も
午
前
10
時

か
ら
※
参
加
者
に
は
資
料
（
願
書
含
む
）

を
無
料
配
布
し
ま
す
。
電
話
・
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
事
前
予
約
。

問
合
せ
�
桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師
会

立
准
看
護
学
校
�
０４８
―
５９２
―
８
９
２
６

「公民館サークル発表会」を見学
「公民館サークル発表会」は、公民館活動の発展とサークル間

の親睦を図り、地域文化の向上のために開催しているものです。
それぞれのサークル活動の成果を発表する場とあって、展示さ

れている作品はどれも素晴らしいもので、色とりどりの色彩や作
品の細かさに感動をおぼえました。
展示以外にも、手品、茶道、囲碁、太極拳、スポーツ吹矢、野

菜作り、楽器演奏のミニコンサートなど、様々な実演・発表もあ
り、日頃、多くの人たちが市内で多彩な活動をされていることを、
改めて実感いたしました。
また、作品を作るコーナーもあり、楽しみながら夢中に取り組

む皆さんの素敵な笑顔に触れることができ、私も楽しいひと時を
過ごすことが出来ました。
サークル活動を通じての出会いやふれあいの素晴らしさと、学

び続けることの大切さを感じた１日でした。

国民健康保険税、介護保険
料、後期高齢者医療保険料

【第1期】
固定資産税・都市計画税

【第2期】
納期限…7月31日
納税は期限内に！

今月の納税

市職員を募集します
採用年月日 平成２７年４月１日
第１次試験日 9月21日㈰

申 込 期 間
郵送：８月１日㈮～１０日㈰※消印有効
持参：８月１１日㈪～１８日㈪ ８：３０～１７：１５

（土・日を除く）
職 種
募 集 人 数

事務職［一般］１５人 技術職［建築］２人
技術職［土木］１人 保育士職３人

受験資格
【共通】・学校教育法による大学、短期大学もしくは高等学校

を卒業または卒業見込みの人
・日本国籍を有する人（保育士職は除く）

事務職［一般］
大学卒⇒昭和６２年４月２日以降生まれた人
短大卒⇒平成元年４月２日以降生まれた人
高校卒⇒平成３年４月２日以降生まれた人
※１ 保育士資格を有する人（取得見込み含む）

保育士職の高校卒は、短大卒年齢扱い
とする

保 育 士 職
※１

技術職［建築］
※２

昭和５８年４月２日以降生まれた人
※２ 大学、短期大学、高等学校で建築課程を

修了した（見込みを含む）人

技術職［土木］
※３

昭和５８年４月２日以降生まれた人
※３ 大学、短期大学、高等学校で土木課程を

修了した（見込みを含む）人または１級
土木施工管理技士資格を有する人

そ の 他

・詳細は受験案内をご覧ください。
・受験案内は、７月１日㈫から本庁舎（総合
案内）・分庁舎（総務課）で配布します。
ホームページからもダウンロードできます。

詳しくは�総務課

「埼玉県内市町村職員採用合同説明会」
市町村ごとに設置するブースでは、市町村の特色や職員

の募集状況、勤務条件などについて、直接人事担当者から
話を聞くことができます。
本市もブースを設置しますので、お気軽にお立ち寄りく

ださい。
とき�7月10日㈭午後1時～6時（入場は5時まで）
ところ�さいたまスーパーアリーナ
問合せ�彩の国さいたま人づくり広域連合�６６４－６６８１

桶川市長

vol．12

市長元気通信

����

����

����

����
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ョ
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テ
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ョ
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

桶
川
祇
園
祭

〜
神
輿
の
渡
御
と
山
車
の
巡
行
〜

平
成
25
年
度
情
報
公
開
制
度
と
個
人
情

報
保
護
制
度
の
利
用
状
況
の
お
知
ら
せ

情報公開制度の利用状況
（平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日）

区 分 件 数
公文書の公開請求

（任意的公開申出を含む） 160

決
定
状
況

公 開 53
部 分 公 開 67
非 公 開 34
取 下 げ 6

※公開率：７７．９％（部分公開を含む）
なお、非公開となった３４件のうち３３件は、対象と
なる文書が存在しなかったためによるものです。

個人情報保護制度の利用状況
（平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日）

区 分 件 数
個人情報開示請求 11

決
定
状
況

開 示 3
部 分 開 示 4
不 開 示 4
取 下 げ 0

※開示率：６３．６％（部分開示を含む）
なお、不開示となった４件は、対象となる文書が
存在しなかったためによるものです。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

お
知
ら
せ

交
通
事
故
被
害
者
の

ご
家
族
へ
の
援
護
金
に
つ
い
て

所得制限
扶養親族等の数

（税の申告上の扶養人数）
所得制限限度額
（万円）

収入額の目安
（万円）

０人 622.0 833.3
１人 660.0 875.6
２人 698.0 917.8
３人 736.0 960.0
４人 774.0 1002.1
５人 812.0 1042.1

生計中心者の所得が所得制限限度額以上の場合、手当の額は児童の
年齢などにかかわらず、児童一人当たり月額５，０００円となります。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

7
月
15
日
㈫
〜
24
日
㈭

市
立
図
書
館
川
田
谷
分
室
を

臨
時
開
館
し
ま
す

276
年
目
と
な
る
桶
川
祇
園
祭
が
7
月
15

日
㈫
・
16
日
㈬
の
両
日
午
後
3
時
〜
9
時

に
歩
行
者
天
国
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

交
通
規
制
は
、
午
後
3
時
〜
10
時
（
一

部
区
間
は
午
後
5
時
ま
で
）
実
施
さ
れ
、

全
面
車
両
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
交
通

規
制
に
伴
い
、
東
口
の
バ
ス
停
は
す
べ
て

西
口
へ
の
迂
回
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
自
転
車
で
お
越
し
の
皆
さ

ん
は
、
図
の
①
〜
④
の
駐
輪
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
祭
り
会
場
で
の
ゴ
ミ
の
分
別
に

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
産
業
観
光
課

情
報
公
開
制
度
と
は
…

市
が
持
っ
て
い
る
公
文
書
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
請
求
に
よ
り
公
開
す
る
制
度
で

す
。
こ
の
制
度
の
目
的
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
市
の
仕
組
み
や
仕
事
の
内
容
を
見
て

い
た
だ
き
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
の
推

進
と
市
民
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
で
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
…

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
分
の
情
報
を
見
た

い
と
き
の
「
開
示
を
求
め
る
権
利
」、
事

実
と
異
な
る
記
載
が
あ
る
と
き
の
「
訂
正

を
求
め
る
権
利
」
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
個
人
情
報
の
適
切
な
取
り
扱

い
に
つ
い
て
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
権
利
利

益
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
�
総
務
課

7
月
4
日
㈮
か
ら
25
日
㈮
ま
で
全
国
の

宝
く
じ
売
り
場
で
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
」
と
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
6
0

0
0
万
」
が
同
時
販
売
さ
れ
ま
す
。
サ
マ

ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
賞
金
は
、
1
等
・

前
後
賞
合
わ
せ
て
5
億
円
、
サ
マ
ー
ジ
ャ

ン
ボ
ミ
ニ
6
0
0
0
万
の
賞
金
は
、
1
等

6
0
0
0
万
円
で
す
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
な
ど
の
た
め

に
使
わ
れ
ま
す
。

問
合
せ
�
（
公
財
）
埼
玉
県
市
町
村
振

興
協
会
�
８２２
―
５
０
０
４

埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、

県
内
在
住
の
交
通
遺
児
な
ど
を
対
象
に
、

援
護
一
時
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

※
「
交
通
遺
児
な
ど
」
と
は
、
18
歳
以
下

の
人
で
、
保
護
者
（
一
方
ま
た
は
双
方
）

が
交
通
事
故
（
陸
海
空
全
て
の
交
通
事
故

が
対
象
）
に
よ
り
、
死
亡
ま
た
は
重
い
障

害
を
負
っ
た
人
を
い
い
ま
す
。

給
付
対
象
者
▼
平
成
25
年
4
月
1
日
以

降
、
交
通
遺
児
な
ど
と
な
っ
た
県
内
在
住

の
18
歳
以
下
の
人

給
付
額
▼
子
ど
も
一
人
に
つ
き
10
万
円

（
1
回
の
み
）

給
付
時
期
▼
①
10
月
②
平
成
27
年
4
月

申
請
書
類
▼
市
役
所
お
よ
び
教
育
委
員

会
で
配
布

提
出
期
限
▼
①
10
月
支
給
分
…
8
月
31

日
ま
で
②
平
成
27
年
4
月
支
給
分
…
平
成

27
年
2
月
28
日
ま
で

提
出
先
▼
郵
送
（
〒
330
―
0063
さ
い
た
ま

市
浦
和
区
高
砂
2
―
6
―
18
）
ま
た
は
持

参
で
み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和
支
店
（
�
822

―
0
1
9
1
）
へ
。

問
合
せ
�
県
県
民
生
活
部
防
犯
・
交
通

安
全
課
�
８３０
―
２
９
５
８

こ
の
制
度
は
、
中
学
校
修
了
前
（
15
歳

の
誕
生
日
後
の
3
月
31
日
ま
で
）
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
に
、
手
当
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。

申
請
方
法

手
当
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
こ

ど
も
支
援
課
窓
口
に
て
認
定
請
求
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

出
生
や
転
入
な
ど
に
よ
り
受
給
資
格
が

生
じ
た
場
合
、
15
日
以
内
に
認
定
請
求
す

れ
ば
、
出
生
や
転
入
な
ど
の
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

以
降
に
認
定
請
求
し
た
場
合
に
は
、
認
定

請
求
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

支
給
時
期

原
則
と
し
て
毎
年
2
月
・
6
月
・
10
月

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
を
支
給
し

ま
す
。

〈
請
求
時
に
必
要
な
も
の
〉

○
生
計
中
心
者
の
健
康
保
険
証

○
生
計
中
心
者
の
振
込
先
が
わ
か
る
も
の

○
印
鑑
（
認
印
）

☆
平
成
26
年
度
所
得
証
明
書

（
平
成
26
年
1
月
1
日
に
桶
川
市
に
住
所

が
な
か
っ
た
場
合
の
み
）

☆
児
童
が
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

（
児
童
が
別
の
市
区
町
村
に
住
民
票
が
あ

る
場
合
の
み
）

※
そ
の
他
の
書
類
が
必
要
な
場
合
も
あ
り

ま
す
。

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年

6
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、

6
月
分
以
降
の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

対
象
者
に
は
す
で
に
書
類
（
返
信
用
封

筒
同
封
）
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

現
況
届
を
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
至
急
、

郵
送
に
て
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

『
人
も
車
も
自
転
車
も

安
心
・
安
全
・
埼
玉
県
』

こ
の
運
動
を
通
し
て
、
広
く
県
民
に
交

通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
夏

の
解
放
感
か
ら
起
こ
る
交
通
事
故
防
止
を

目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

【
埼
玉
県
重
点
目
標
】

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

【
桶
川
市
重
点
目
標
】

◯
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

詳
し
く
は
�
安
心
安
全
課

次
の
期
間
、
川
田
谷
分
室
を
午
前
中
か

ら
開
館
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。開

館
日
▼
7
月
23
日
㈬
〜
25
日
㈮
・
29

日
㈫
・
30
日
㈬
・
8
月
19
日
㈫
〜
22
日
㈮

開
館
時
間
▼
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4

時
30
分

詳
し
く
は
�
市
立
図
書
館
�
７７１
―
０
３

０
３

児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
にににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててててててててて

詳
し
く
は
�
こ
ど
も
支
援
課

手当の額
所得制限
未満

所得制限
以上

３歳未満 15,000円

5,000円
３歳～

小学生

第１・２子 10,000円

第３子以降 15,000円

中学生 10,000円
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健
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ス
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っ
し
ょ
に
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Ｏ
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民
伝
言
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情
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ス
テ
ー
シ
ョ
ン
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情
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テ
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
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国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
へ

70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
人
へ

国
民
健
康
保
険
納
税
通
知
書
を

7
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す

日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
を

心
が
け
ま
し
ょ
う

Q：

Q：

Q：

Q：

●
高
齢
受
給
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

8
月
1
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
高
齢
受

給
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
受
給

者
証
は
、
7
月
末
に
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
（
1

割
・
2
割
・
3
割
）
は
前
年
中
の
所
得
お

よ
び
収
入
で
判
定
し
て
い
ま
す
。

●
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
に
つ
い
て

8
月
1
日
か
ら
、「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
切
り
替
わ
り

ま
す
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が
認
定

証
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
院
時
の

食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

8
月
1
日
以
降
、
認
定
証
が
必
要
な
人

は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
保
険

税
を
滞
納
し
て
い
る
と
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
①
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
②
高
齢
受
給
者
証
③
印

鑑●
限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
に
つ
い
て

8
月
1
日
か
ら
、「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」・「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
切
り
替
わ
り
ま
す
。
認
定
証
の
提
示
に

よ
り
、
医
療
機
関
な
ど
へ
の
支
払
い
が
自

己
負
担
限
度
額
ま
で
の
窓
口
負
担
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
つ

い
て
は
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま

す
。8

月
1
日
以
降
、
認
定
証
が
必
要
な
人

は
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
交
付
で

き
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
①
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
②
印
鑑

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
加
入
し
て
い

る
皆
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
も
安
心

し
て
医
療
機
関
に
か
か
れ
る
よ
う
、
お
互

い
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。
運
営
は
、
特

別
会
計
と
し
て
、
国
な
ど
の
補
助
金
と
国

保
加
入
世
帯
の
人
数
・
所
得
・
資
産
に
応

じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
負
担
し
て
い
た

だ
く
国
民
健
康
保
険
税
で
行
わ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯
ご
と
に
計

算
し
、
そ
の
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
と
な

り
ま
す
。
7
月
上
旬
に
平
成
26
年
度
の
国

民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を
世
帯
主
あ

て
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
納
付
に
つ
い
て

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
送
付
後
、
あ
て
所
不
明
な

ど
に
よ
り
、
配
達
で
き
ず
返
送
さ
れ
て
く

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
7
月
16
日
㈬
を
過

ぎ
て
も
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
が

届
か
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
医
療
費
節
約
の
コ
ツ
）

◯
年
1
回
は
特
定
健
診
を
受
け
て
健
康
管

理
を
し
、
病
気
の
予
防
や
早
期
発
見
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

○
休
日
や
夜
間
な
ど
の
時
間
外
受
診
は
割

増
料
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
体
調
が
悪

い
場
合
は
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○
同
じ
病
気
な
ど
で
過
度
に
複
数
の
医
療

機
関
を
受
診
す
る
と
、
初
診
料
や
同
じ
よ

う
な
検
査
や
処
置
の
費
用
負
担
が
大
き
く

な
る
の
で
、
重
複
受
診
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

◯
複
数
の
医
療
機
関
で
受
診
す
る
場
合
は
、

投
薬
さ
れ
て
い
る
薬
の
内
容
を
医
師
に
伝

え
ま
し
ょ
う
。

◯
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
有
効
に
利
用

し
、
医
療
費
の
節
減
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

※
平
成
24
年
度
の
市
の
医
療
費
は
、
平
成

20
年
度
と
比
較
し
て
約
6
億
円
（
11
％
）

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
医
療
費
が

増
加
す
る
と
、国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
・

税
額
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

国民健康保険税についてのQ&A

国民健康保険税はいつ支払うのですか？
Ａ：今年４月から来年３月までの一年分の国民健康保険

税を、今年７月から来年２月までの８回に分けて納
付していただきます（月額とは異なります）。納期
限はそれぞれの月末（土・日・祝日の場合は翌開庁
日）です。また、加入者全員が６５歳以上の世帯につ
いては、原則として年金から天引きとなります。そ
の場合は、年金支給月（４月・６月・８月・１０月・
１２月・２月）の６回に分けて、納付していただきま
す。年度の途中で加入・脱退している場合は、納付
回数が少なくなることがあります。

国民健康保険税はどのように計算しているのですか？
Ａ：平成２６年度国民健康保険税は、６月１９日までに確認

できた加入者人数・加入者の前年中の所得、固定資
産税額をもとに計算されます。６月１９日以降に加入・
脱退の届出があった場合や、前年中の所得、固定資
産税額について変更などが確認できたときは、保険
税を再計算し、新しい納税通知書を送付します。ま
た、年度の途中で加入・脱退された場合、税額は月
割計算されます。
年度途中で４０歳になる人には、４０歳到達月分から「介

護保険分」が上乗せされますので、到達月の翌月に
新しい納税通知書を送付します。また、年度途中で
６５歳になる人については、６５歳到達月の前月分まで
を月割計算した税額で納税通知書を送付します。

私は国民健康保険に加入していないのに、私あ
てに納税通知書が届きました。なぜですか？

Ａ：国民健康保険税は世帯ごとに計算し、その世帯主が
納税義務者になります。そのため世帯主本人は職場
の健康保険に加入している場合でも、世帯内に国民
健康保険に加入している人がいれば、世帯主あてに
納税通知書が郵送されます（国民健康保険税は加入
者分のみ計算されます）。

国民健康保険税は現在、年金から特別徴収
（天引き）されていますが、今回の通知書の
税額はどのように計算しているのですか？

Ａ：今回の通知書の税額は、平成２６年度国民健康保険税
の年税額から平成２６年３月に通知した税額（４月・
６月・８月天引き分）との差額です。国民健康保険
税が年金から特別徴収されている人については、１０
月・１２月・２月の年金受取時に、天引きされる国民
健康保険税の税額をお知らせします。

発
酵
食
品
と
は
、
微
生
物
の
力
を
借

り
て
保
存
性
を
高
め
た
食
品
の
こ
と
で

す
。
身
近
な
も
の
と
し
て
納
豆
、
み
そ
、

し
ょ
う
ゆ
、
か
つ
お
節
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、

チ
ー
ズ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

発
酵
食
品
の
利
点

・
食
べ
物
を
お
い
し
く
す
る

食
品
に
含
ま
れ
る
で
ん
ぷ
ん
や
タ
ン

パ
ク
質
が
分
解
さ
れ
て
ブ
ド
ウ
糖
や
ア

ミ
ノ
酸
に
な
り
、
甘
み
や
う
ま
み
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
栄
養
価
を
高
め
る

大
豆
を
発
酵
さ
せ
た
納
豆
は
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
2
が
大
豆
の
6
倍
に
な
り
ま
す
。

・
腸
内
環
境
を
整
え
免
疫
力
を
上
げ
る

生
き
た
菌
が
た
く
さ
ん
存
在
す
る
の

で
乳
酸
菌
な
ど
が
腸
に
届
く
と
、
腸
内

を
酸
性
に
し
免
疫
力
を
高
め
ま
す
。

・
食
品
の
保
存
性
を
高
め
る

そ
の
ま
ま
で
は
日
持
ち
の
し
な
い
魚

や
肉
も
発
酵
さ
せ
て
塩
辛
や
ハ
ム
に
す

る
こ
と
で
長
く
保
存
で
き
ま
す
。

効
果
的
な
食
べ
あ
わ
せ

・
納
豆
＋
ね
ぎ

ね
ぎ
の
に
お
い
は
、
ア
リ
シ
ン
と
い

う
成
分
で
納
豆
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
1
と
一

緒
に
摂
る
と
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
1
の
働
き

が
効
率
よ
く
発
揮
さ
れ
、
疲
労
回
復
に

な
り
ま
す
。

・
ヨ
ー
グ
ル
ト
＋
き
な
こ

き
な
こ
の
豊
富
な
食
物
繊
維
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
の
乳
酸
菌
は
ど
ち
ら
も
腸
の
働

き
を
整
え
ま
す
。

冷
た
い
食
物
を
欲
す
る
季
節
で
す
が
、

発
酵
食
品
を
大
い
に
摂
っ
て
、
こ
の
夏

を
元
気
に
乗
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

（
参
考
文
献
�
「
食
材
＆
食
べ
合
わ
せ

手
帖
」
出
版
社
�
池
田
書
店
・
著
者
�

三
浦
理
代
／
「
発
酵
食
品
」
出
版
社
�

西
東
社
・
著
者
�
岡
田
早
苗
）

【
桶
川
く
ら
し
の
会
】
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問
合
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�
保
険
年
金
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発
酵
食
品
』
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納付時期一覧
③普通徴収→特別徴収

第１期
第２期
第３期

本算定第４期

本算定第５期

本算定第６期

②普通徴収

第１期
第２期
第３期
第４期
第５期
第６期
第７期
第８期

①特別徴収
仮徴収第１期

仮徴収第２期

仮徴収第３期

本算定第４期

本算定第５期

本算定第６期

納付方法
４月
５月
６月
７月
８月
９月
１０月
１１月
１２月
１月
２月
３月

市
内
小
・
中
学
校
全
校
で
エ
コ
ラ
イ
フ

Ｄ
Ａ
Ｙ
2
0
1
4（
夏
）を
実
施

平成２５年
（夏）

小学校
（７校）

中学校
（４校） 合計

人 数（人） 2,207人 1,366人 3,573人

削減量（㎏） 1,877㎏ 1,191㎏ 3,068㎏

※ブナの木１本が１日あたりに吸収できる二酸化炭素
の量は約３０ｇです。市内小・中学校１１校で、ブナの
木約１０万２千本が吸収する二酸化炭素量を削減でき
ました。

被
保
険
者
に
つ
い
て

被
保
険
者
の
対
象
者
は
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
と
な
り
ま
す
。

1

満
75
歳
に
達
し
て
い
る
人
（
た
だ
し
、

生
活
保
護
受
給
者
な
ど
を
除
く
）

2

満
65
歳
か
ら
満
75
歳
未
満
で
あ
っ
て
、

一
定
の
障
害
が
あ
る
と
、
埼
玉
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
人

保
険
証
に
つ
い
て

8
月
1
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
の
保

険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
保
険
証

は
7
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
7

月
末
日
ま
で
に
、
保
険
証
が
届
か
な
い
人

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

保
険
料
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
加
入
者

一
人
ひ
と
り
が
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
保
険
料
は
、
4
月
1
日
か
ら
翌
年
の

3
月
31
日
ま
で
の
1
年
分
の
保
険
料
を
、

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
ま
た
は
普
通

徴
収
の
2
種
類
の
納
付
方
法
に
よ
り
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
特
別
徴
収
の
人
に

は
、「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」、
普
通
徴

収
の
人
に
は
、「
納
入
通
知
書
」
を
7
月

上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

【
納
付
方
法
】

①
特
別
徴
収
﹇
全
6
回
﹈（
年
金
か
ら
差

し
引
く
方
法
に
よ
る
納
付
）

4
月
か
ら
8
月
ま
で
の
3
期
分
は
、
2

月
に
徴
収
し
た
額
と
同
額
の
保
険
料
を
徴

収
し
ま
す
。（
仮
徴
収
）
10
月
か
ら
2
月

ま
で
の
3
期
分
は
、
今
年
度
の
保
険
料
が

6
月
下
旬
か
ら
7
月
上
旬
に
確
定
し
ま
す

の
で
、
確
定
額
か
ら
仮
徴
収
額
を
差
し
引

た
額
を
3
期
に
分
け
て
徴
収
し
ま
す
。

﹇
対
象
者
﹈

・
年
金
額
が
年
18
万
円
以
上
の
人
（
介
護

保
険
料
と
の
合
計
額
が
年
金
の
2
分
の
1

を
超
え
る
場
合
は
除
く
）

※
次
の
場
合
は
、
特
別
徴
収
が
中
止
さ
れ
、

普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

・
死
亡
な
ど
に
よ
り
被
保
険
者
が
資
格
を

喪
失
し
た
場
合

・
被
保
険
者
が
転
出
し
た
場
合

・
所
得
更
正
な
ど
に
よ
り
保
険
料
額
が
変

更
に
な
っ
た
場
合

②
普
通
徴
収
﹇
全
8
回
﹈（
口
座
振
替
お

よ
び
納
付
書
に
よ
る
納
付
）

7
月
上
旬
に
郵
送
す
る
「
納
入
通
知

書
」
で
、
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
で

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
納
付
は
、

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
前
年
度
に
口
座
振
替
を
申
し
込
ま
れ
た

人
は
口
座
よ
り
引
き
落
と
し
ま
す
。
ま
た
、

口
座
振
替
は
申
し
込
み
月
の
翌
月
末
分
か

ら
開
始
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
月

の
納
期
の
保
険
料
は
納
付
書
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。）

﹇
対
象
者
﹈

・
特
別
徴
収
で
な
い
人

・
年
度
途
中
で
年
齢
到
達
や
転
入
な
ど
に

よ
り
資
格
取
得
し
た
人

・
年
度
途
中
で
死
亡
や
転
出
な
ど
に
よ
り

資
格
喪
失
し
た
人

③
普
通
徴
収
↓
特
別
徴
収
﹇
全
6
回
﹈（
納

付
書
な
ど
で
の
納
付
か
ら
、
年
金
か
ら
差

し
引
く
方
法
に
変
わ
る
場
合
）

7
月
か
ら
9
月
ま
で
の
3
期
分
は
普
通

徴
収
で
、
10
月
か
ら
2
月
ま
で
の
3
期
分

は
特
別
徴
収
し
ま
す
。

﹇
対
象
者
﹈

・
平
成
25
年
10
月
2
日
か
ら
平
成
26
年
4

月
1
日
ま
で
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
加

入
し
た
人

・
平
成
25
年
度
特
別
徴
収
の
人
で
、
年
度

途
中
に
保
険
料
額
が
軽
減
な
ど
で
減
額
に

な
り
、
平
成
26
年
2
月
の
年
金
天
引
き
額

が
「
0
」
と
な
っ
た
人
。

※
口
座
振
替
を
利
用
の
人
で
も
、
10
月
以

降
は
特
別
徴
収
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
引

き
続
き
口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

「
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
」

社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
の

平
成
26
年
度
分
の
保
険
料
は
、
4,
2
4

0
円
で
す
。

「
年
度
途
中
の
資
格

取
得
・
喪
失
に
係
る

保
険
料
」

年
齢
到
達
や
他
広

域
連
合
か
ら
の
転
入

な
ど
に
よ
り
資
格
を

取
得
し
た
場
合
は
、

そ
の
月
の
分
か
ら
保

険
料
が
徴
収
さ
れ
ま

す
。
死
亡
な
ど
に
よ

り
資
格
を
喪
失
し
た

場
合
は
、
そ
の
月
分

の
保
険
料
は
徴
収
さ

れ
ま
せ
ん
。

※
保
険
料
額
決
定
通

知
書
ま
た
は
、
保
険

料
納
付
書
が
7
月
下

旬
に
な
っ
て
も
届
か

な
い
場
合
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
に
最
も
身
近
な
ペ
ッ
ト
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
犬
や
猫
。
最
近
、
犬
や

猫
に
よ
り
、
ご
近
所
間
の
ト
ラ
ブ
ル
が
大

変
増
え
て
い
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
正
し
い
飼
い
方
を
し
て
い

る
か
注
意
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
飼
い
主
が
守
る
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
】

犬
や
猫
が
健
康
で
寿
命
い
っ
ぱ
い
生
き

ら
れ
る
よ
う
に
、
責
任
と
愛
情
を
持
っ
て

最
後
ま
で
面
倒
を
見
る
覚
悟
が
必
要
で
す
。

途
中
で
い
や
に
な
っ
て
捨
て
る
こ
と
の
な

い
よ
う
飼
う
前
に
よ
く
考
え
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
飼
い
方

・
犬
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
他
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

・
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
必
ず
つ
な
い
で
、
散
歩
は
リ
ー

ド
（
引
き
綱
）
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
ふ
ん
は
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
始
末

し
、
散
歩
の
と
き
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を

用
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
犬
の
登
録
制
度

犬
を
飼
い
始
め
た
場
合
、『
狂
犬
病
予

防
法
』
に
基
づ
き
、
登
録
と
年
1
回
狂
犬

病
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
死
亡
、
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と

き
な
ど
に
は
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
迷
子
の
犬

野
良
犬
や
迷
子
犬
に
つ
い
て
は
、『
鑑
札

（
犬
の
注
射
票
・
登
録
票
）
を
着
け
て
い

な
い
犬
を
抑
留
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』

と
、
狂
犬
病
予
防
法
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
時
、
鑑
札
が
な
く
飼
養
管
理
期

間
を
過
ぎ
て
も
飼
い
主
が
引
き
取
り
に
来

な
い
場
合
は
、
一
部
を
除
き
殺
処
分
と
な

り
ま
す
。

も
し
、『
鑑
札
』
が
つ
い
て
い
れ
ば
、

そ
の
番
号
か
ら
飼
い
主
が
判
り
、
犬
た
ち

は
家
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
犬
の
注

射
票
・
登
録
票
は
、
公
的
な
迷
子
札
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
、犬
の
注
射
票
・

登
録
票
な
ど
を
必
ず
付
け
ま
し
ょ
う
。

犬
に
関
す
る
相
談
�
鴻
巣
保
健
所
�
０４８

―
５４１
―
０
２
４
９

猫
の
飼
い
方

・
猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
外
飼
い

や
内
外
自
由
飼
い
は
、
飼
い
主
の
目
の
届

か
な
い
と
こ
ろ
で
糞
・
尿
・
鳴
き
声
な
ど

で
近
隣
住
民
に
迷
惑
を
か
け
る
可
能
性
が

あ
り
、
ま
た
、
交
通
事
故
や
け
が
な
ど
の

危
険
が
あ
り
ま
す
。

・
や
む
を
得
な
い
理
由
で
飼
え
な
く
な
っ

た
り
、
子
猫
が
生
ま
れ
て
飼
え
な
い
と
き

は
、
新
し
い
飼
い
主
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
不
幸
な
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
は
、

避
妊
・
去
勢
手
術
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

猫
に
関
す
る
相
談
�
埼
玉
県
動
物
指
導

セ
ン
タ
ー
�
８５５
―
０
４
８
４

【
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
対
策
に
つ
い
て
】

災
害
は
何
時
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

飼
い
主
の
指
示
を
聞
く
、
無
駄
吠
え
し
な

い
、
人
な
れ
・
犬
な
れ
で
き
る
よ
う
、
普

段
か
ら
の
し
つ
け
や
、
マ
ナ
ー
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
用
の
常
備

品
（
薬
・
フ
ー
ド
、
水
（
7
日
以
上
が
望

ま
し
い
）・
首
輪
・
リ
ー
ド
・
ペ
ッ
ト
シ

ー
ト
な
ど
）
を
確
保
を
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
�
環
境
課

埼
玉
県
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
定
着
に
向
け
た

き
っ
か
け
づ
く
り
の
た
め
、
毎
年
夏
と
冬

の
年
2
回
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
省
エ
ネ
・
省
資
源
な
ど
環
境

に
配
慮
し
た
生
活
を
一
日
実
践
す
る
こ
と

を
通
し
て
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸

化
炭
素
量
を
削
減
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。市

で
は
、
昨
年
度
よ
り
環
境
教
育
の
一

環
と
し
て
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
市
内

11
校
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
で
こ
の
エ
コ

ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
度
の
夏
休
み
に
参
加
し
た
人
数
お

よ
び
二
酸
化
炭
素
の
削
減
量
は
次
の
と
お

り
で
す
。
こ
の
夏
休
み
、
ご
家
庭
で
も
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

詳
し
く
は
�
学
校
支
援
課

保険料の算出方法
保険料＝均等割額＋所得割額（所得割額＝（総所得金額等－基礎控除額３３万円）×８．２９％）
埼玉県の場合、均等割額は⇒４２，４４０円、所得割率⇒８．２９％です。
平成２５年中の所得を基に被保険者個別単位で、均等割額と所得割率により

算定し、賦課します。保険料の限度額は年５７万円です。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後
期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
にににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててててててててて

詳
し
く
は
�
保
険
年
金
課

犬
や
猫
の
正
し
い
飼
い
方
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健
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テ
ー
シ
ョ
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い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
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す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

2014．7 1166

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

2014．71177

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

国
民
年
金
に
は

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

「
平
成
26
年
度
彩
の
国
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク

秋
季
大
会（
第
27
回
県
民
総
合
体
育
大
会
兼

第
13
回
埼
玉
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

第
7
回
市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー

埼
玉
北
部
桶
川
断
酒
会

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
の

経
営
者
の
皆
さ
ん
へ

労
働
相
談
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

労
働
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ
い
て

（
受
講
無
料
）

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
老
後
の
「
老
齢
基
礎
年

金
」、
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
の「
障

害
基
礎
年
金
」、
一
家
の
働
き
手
が
家
族

を
残
し
て
亡
く
な
っ
た
と
き
の
「
遺
族
基

礎
年
金
」
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難

な
場
合
に
は
保
険
料
免
除
制
度
や
保
険
料

納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
平
成
26
年
4
月
か
ら
は
、
申
請
時
点
の

2
年
1
か
月
前
の
月
分
ま
で
申
請
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
失
業
な
ど
の
特
例
免
除
の
対
象
期
間
も

拡
大
さ
れ
ま
し
た
】

○
平
成
26
年
4
月
か
ら
は
、
災
害
・
失
業

な
ど
の
前
月
か
ら
、
災
害
・
失
業
な
ど
が

あ
っ
た
年
の
翌
々
年
6
月
ま
で
の
期
間
に

つ
い
て
、
特
例
免
除
の
申
請
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。（
平
成
26
年
3
月
以

前
に
あ
っ
た
災
害
・
失
業
も
対
象
と
な
り

ま
す
が
、
過
去
分
の
審
査
対
象
期
間
は
、

2
年
1
か
月
前
ま
で
で
す
。）

申
請
免
除

経
済
的
な
理
由
や
災
害
な
ど
に
よ
り
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、

申
請
し
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

・
免
除
の
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
本

人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
申
請
期
間
に
対

応
す
る
前
年
の
所
得
が
そ
れ
ぞ
れ
免
除
基

準
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

・
天
災
や
失
業
な
ど
の
理
由
に
よ
る
申
請

も
で
き
ま
す
。
そ
の
際
は
、
公
的
機
関
で

発
行
す
る
証
明
書
な
ど
を
添
え
て
く
だ
さ

い
。

・
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
全

額
免
除
が
該
当
す
る
場
合
は
希
望
に
よ
り

翌
年
手
続
き
を
し
な
く
て
も
継
続
し
て
申

請
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

・
免
除
・
猶
予
で
の
「
年
度
」
は
、
7
月

か
ら
翌
年
6
月
ま
で
で
す
。

法
定
免
除

障
害
年
金
（
1
級
・
2
級
）
を
受
け
て

い
る
人
や
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

を
受
け
て
い
る
人

学
生
納
付
特
例
制
度

20
歳
以
上
の
学
生
で
、
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

30
歳
未
満
の
人
（
学
生
を
除
く
）
で
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
希
望
に
よ
り
翌
年

手
続
き
を
し
な
く
て
も
継
続
し
て
申
請
で

き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
�
保
険
年
金
課

こ
の
大
会
は
、
障
害
者
の
多
様
な
ス
ポ

ー
ツ
活
動
へ
の
参
加
機
会
の
拡
大
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
大
会
で
す
。

と
き
▼
9
月
28
日
㈰
午
前
9
時
30
分（
開

会
式
）
〜
午
後
3
時
（
競
技
終
了
）
※
当

日
午
前
8
時
に
バ
ス
に
て
市
役
所
出
発

と
こ
ろ
▼
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園

申
込
み
▼
7
月
7
日
㈪
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
直
接
申
込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

障
害
の
内
容
、
年
齢
に
よ
っ
て
は
参
加
で

き
な
い
種
目
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
バ
ス

の
乗
車
人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
�
障
害
福
祉
課

と
き
▼
7
月
20
日
㈰
午
後
1
時
〜
4
時

と
こ
ろ
▼
桶
川
公
民
館

費
用
▼
無
料

定
員
▼
100
人

申
込
み
▼
不
要

内
容
▼
講
演
「
い
き
づ
ら
さ
」

講
師
▼
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

大

石
ゆ
か
り
看
護
師

主
催
▼
埼
玉
北
部
桶
川
断
酒
会
（
井
上

�
090
―
8
4
7
9
―
3
0
1
2
）

共
催
▼
桶
川
市

詳
し
く
は
�
障
害
福
祉
課

個
人
保
証
な
し
で
金
融
機
関
か
ら
融
資

を
受
け
た
り
、
事
業
が
破
綻
し
て
も
一
定

の
生
活
費
な
ど
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
ル

ー
ル
が
で
き
ま
し
た
。

①
法
人
と
個
人
の
資
産
・
経
理
が
明
確
に

分
離
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
に
お
い
て
個

人
保
証
が
不
要
と
な
る
こ
と

②
多
額
の
個
人
保
証
を
行
っ
て
い
て
も
、

経
営
が
行
き
詰
ま
る
前
に
、
早
め
に
事
業

再
生
や
廃
業
を
決
断
し
た
際
に
一
定
の
生

活
費
な
ど
が
残
る
こ
と
を
定
め
る
「
経
営

者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
、

中
小
企
業
庁
・
金
融
庁
主
導
の
下
、
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
金
融
機
関
と

相
談
し
た
い
人
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
関

東
本
部
�
０３
―
５
４
７
０
―
１
６
２
０

【
事
例
】

「
無
料
の
子
ど
も
の
学
力
診
断
テ
ス

ト
を
受
け
ま
せ
ん
か
？
」
と
電
話
が
あ

り
、
無
料
な
ら
い
い
か
と
思
っ
て
テ
ス

ト
を
受
け
さ
せ
た
。後
日
業
者
か
ら「
学

力
診
断
テ
ス
ト
の
結
果
を
説
明
す
る
の

で
訪
問
し
た
い
」
と
言
わ
れ
、
了
解
し

た
。テ

ス
ト
の
結
果
が
説
明
さ
れ
、「
今

の
ま
ま
で
は
希
望
の
学
校
に
合
格
は
難

し
い
」
と
言
わ
れ
不
安
に
な
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、「
今
か
ら
当
社
の
学
習
教
材

を
使
用
し
て
頑
張
れ
ば
間
に
合
う
」
と
、

5
教
科
3
年
分
で
90
万
円
の
学
習
教
材

の
購
入
を
勧
め
ら
れ
た
。

迷
っ
て
い
る
と
、「
解
ら
な
い
点
は
電

話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
質
問
で
き
る
」「
今

日
申
し
込
め
ば
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
価
格
に

な
る
」
と
勧
誘
さ
れ
、
契
約
し
た
。

後
日
、
教
材
が
届
い
た
が
、
量
が
多

く
子
ど
も
は
や
る
気
を
な
く
し
て
し
ま

い
、
教
材
は
ほ
と
ん
ど
使
用
し
て
い
な

い
。
冷
静
に
考
え
る
と
高
額
な
気
が
す

る
の
で
、
契
約
を
取
り
消
し
て
、
代
金

を
返
金
し
て
ほ
し
い
。

無
料
や
低
額
で
学
力
診
断
テ
ス
ト
を
受

け
る
よ
う
勧
め
、
診
断
結
果
を
説
明
す
る

と
い
う
名
目
で
訪
問
し
学
習
教
材
の
販
売

を
行
う
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

断
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
時

間
の
勧
誘
を
受
け
た
、
一
度
に
多
量
の
教

材
を
契
約
し
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
た
ト
ラ

ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
教
材
が
必
要
な
い
場
合
は
、
は
っ
き
り

断
り
ま
し
ょ
う
。

②
そ
の
場
で
契
約
せ
ず
に
、
教
材
が
本
当

に
必
要
か
、
よ
く
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
子

ど
も
の
教
材
の
場
合
は
子
供
に
取
り
組
む

気
が
あ
る
か
、
や
る
気
を
継
続
で
き
る
か
、

よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
契
約
前
に
契
約
内
容
や
解
約
に
つ
い
て

十
分
に
説
明
を
受
け
、
契
約
書
類
を
確
か

め
ま
し
ょ
う
。

④
訪
問
販
売
に
つ
い
て
は
、
契
約
書
面
を

受
け
取
っ
た
日
か
ら
8
日
間
以
内
で
あ
れ

ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

⑤
困
っ
た
時
は
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
解
雇
や
賃
金
不
払
い
な
ど
の
労
使
間
ト

ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談

【
電
話
相
談
】

と
き
▼
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

【
面
談
相
談
】

と
き
▼
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※
弁
護
士
に
よ
る
労
働
相
談
（
面
接
・
要

予
約
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談

と
き
▼
毎
週
水
曜
日

午
後
1
時
30
分

か
ら
・
午
後
3
時
か
ら
（
お
お
む
ね
1
時

間
、
前
日
の
午
前
中
ま
で
に
要
予
約
）

相
談
員
▼
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

※
①
・
②
と
も
に
相
談
場
所
は
、
県
庁
第

2
庁
舎
1
階
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂

3
―
15
―
1
）

問
合
せ
�
県
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
�
８３０

―
４
５
２
２

【
働
く
人
の
セ
ミ
ナ
ー
】

（
平
成
26
年
度
桶
川
地
区
労
働
講
座
）

現
在
働
い
て
い
る
人
、
こ
れ
か
ら
働
こ

う
と
考
え
て
い
る
人
は
も
と
よ
り
、
そ
の

家
族
の
人
に
も
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
身
近
な
内
容
を
中
心
に
「
働
く
人
の
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ
▼
「
労
働
者
の
権
利
と
労
働
契

約
―
退
職
・
解
雇
・
雇
止
め
―
」

◯
退
職
・
退
職
勧
奨
、
解
雇
、
雇
止
め
に

関
す
る
ポ
イ
ン
ト
解
説

・
労
働
契
約
終
了
に
関
す
る
ル
ー
ル

・
労
働
契
約
法
の
ポ
イ
ン
ト

・
多
様
な
形
態
の
正
社
員
に
つ
い
て

○
ト
ラ
ブ
ル
事
例
と
対
処
法

と
き
▼
7
月
30
日
㈬
午
後
6
時
30
分
〜

8
時
30
分

と
こ
ろ
▼
桶
川
市
商
工
会
館

対
象
▼
県
内
に
在
住
か
在
勤
の
人

定
員
▼
40
人

講
師
▼
特
定
社
会
保
険
労
務
士

若
杉

由
加
里
さ
ん

申
込
み
・
問
合
せ
▼
電
話
で
県
勤
労
者

福
祉
課
（
830
―
4
5
1
8
）
へ
。

桶
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
日
時
▼
毎
週
月
・
火
・
木
・
金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
１０
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時
半

※
相
談
の
際
に
は
、
契
約
書
や
経
緯

を
ま
と
め
た
資
料
を
必
ず
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
学
習
教
材
の
訪
問
販
売

対前年
同月比

3件

0人

11人

青春の2人乗りでも ルール違反

平成25年
4月末

110件

0人

133人

平成26年
4月末

113件

0人

144人

件 数

死 者 数

負傷者数

☆ 交通事故統計 ☆
―桶川市内の人身事故―

（毎年1月からの累計）
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

2014．7 1188

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

2014．71199

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

埼
玉
県
央
広
域
事
務
組
合
か
ら
の

お
知
ら
せ
【
消
防
職
員
の
募
集
】

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

成
年
後
見
無
料
相
談
会

遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会

職
種
▼
消
防
職

採
用
予
定
人
員
▼
15
人

応
募
資
格
▼
日
本
国
籍
を
有
し
、
次
の

区
分
に
該
当
す
る
人

【
初
級（
高
校
卒
程
度
）】
平
成
5
年
4
月

2
日
〜
平
成
9
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た

人【
中
級（
短
大
卒
程
度
）】
平
成
3
年
4
月

2
日
〜
平
成
7
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た

人【
上
級（
大
学
卒
程
度
）】
平
成
元
年
4
月

2
日
〜
平
成
5
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た

人
試
験
日
▼
第
一
次
試
験

【
上
級
】
9
月
21
日
㈰

【
初
級
・
中
級
】
10
月
19
日
㈰

申
込
方
法
▼
8
月
4
日
㈪
〜
8
日
㈮
ま

で
に
消
防
本
部
消
防
総
務
課
（
鴻
巣
市
箕

田
1
6
3
8
番
地
1
）
へ
本
人
が
直
接
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
採
用
試
験
受
験
案
内
と
申
込
書
」
は
、

7
月
1
日
㈫
か
ら
桶
川
消
防
署
ほ
か
、
消

防
本
部
、
北
本
消
防
署
、
鴻
巣
消
防
署
で

配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ
�
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
消

防
総
務
課
�
０４８
―
５９７
―
２
０
０
２

テ
ー
マ
▼
「
管
理
規
約
・
細
則
等
の
改

正
の
進
め
方
」

と
き
▼
7
月
23
日
㈬
午
前
10
時
〜
11
時

※
11
時
か
ら
、
無
料
管
理
相
談
も
実
施
し

ま
す
。

と
こ
ろ
▼
市
役
所
相
談
室

定
員
▼
10
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

対
象
▼
市
内
在
住
で
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

の
管
理
組
合
役
員
・
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
・

そ
の
他
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
で
お
困

り
の
人

主
催
▼
（
一
社
）
埼
玉
県
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
士
会

申
込
み
▼
電
話
ま
た
は
直
接
、
秘
書
広

報
課
へ
。

夏
季
を
迎
え
る
こ
の
時
季
、
花
火
遊
び

を
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
特
に
、

花
火
遊
び
を
す
る
時
は
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

・
燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
は
、

花
火
遊
び
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
風
の
強
い
日
は
、
花
火
遊
び
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

・
花
火
遊
び
を
す
る
時
は
、
必
ず
水
を
用

意
し
ま
し
ょ
う
。

・
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
火
気
は
、
大
人
が
一

緒
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
�
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
�
０４８
―
５９７
―
２
０
０
４

元
気
な
今
の
う
ち
か
ら
将
来
を
託
せ
る

人
を
自
分
で
決
め
て
お
け
ば
安
心
で
す
。

ま
た
、
そ
の
他
く
ら
し
の
問
題
、
将
来
の

心
配
ご
と
な
ど
様
々
な
相
談
会
で
す
。

行
政
書
士
・
社
会
保
険
労
務
士
・
社
会

福
祉
士
が
お
力
に
な
り
ま
す
。

と
き
▼
7
月
20
日
㈰
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分

と
こ
ろ
▼
上
尾
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
（
上
尾
駅
東
口
駅
前
プ
ラ
ザ
館
）

主
催
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
玉
老
後
安
心
セ

ン
タ
ー

申
込
み
・
問
合
せ
▼
電
話
（
728
―
6
5

1
4
）ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
782
―
6
6
1
2
）

で
、
埼
玉
老
後
安
心
セ
ン
タ
ー
へ
。

遺
言
や
相
続
の
知
識
や
相
続
を
巡
る
問

題
と
相
続
税
な
ど
に
つ
い
て
の
皆
さ
ん
の

悩
み
に
、
専
門
家
で
あ
る
税
理
士
・
司
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7月 の無料相談 ●桶川市役所／�786－3211�786－9866
●教育委員会／�728－4111�728－7353 ●社会福祉協議会／�728－2221�728－2313

相 談 相談員 相 談 内 容 と き と こ ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

4日㈮・11日㈮・25日㈮14：00～17：00
19日㈯9：00～12：00
8月1日㈮・8日㈮・22日㈮・29日㈮14：00～17：00
16日㈯9：00～12：00

市役所相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成年
後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

10日㈭ ※次回は8月7日㈭
13：00～16：00 市役所相談室

行 政 書 士 相 談 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

1日㈫ ※次回は8月4日㈪
13：00～16：00 市役所相談室

税 務 相 談 税 理 士 相続税や贈与税、その他税金についての相
談 23日㈬13：00～16：00 市役所相談室

住 宅 相 談 建設団体の
相 談 員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談

19日㈯
9：00～12：00

市役所第2会議室
電話でも可 �786－3211

マンション管理相談 マンション
管 理 士

マンション管理組合に関することや近隣問
題についての相談 23日㈬10：00～12：00 市役所相談室

行 政 相 談 行 政
相談委員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

4日㈮ ※次回は8月1日㈮
10：00～12：00 市役所相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 市役所相談室

直通�786－3450

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 市役所相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 7日㈪、28日㈪

10：00～16：00
アソシエ
（さくらフレンド内） 人権・男女共同

参画課人 権 相 談 人権擁護
委 員

悩みごと・相続・離婚問題・子どものいじ
めなどの日常生活でお困りのことの相談

8日㈫
9：00～12：00 地域福祉活動センター

内 職 相 談 市 役 所
職 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

10：00～15：00
勤労福祉会館
直通�773－1121（水・金曜日） 産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月・火・木・金（祝日を除く）
10：00～15：30（12：00～13：00を除く）

市役所南庁舎2階
電話でも可 �786－3211 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚園・
学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火曜日・木曜日（祝日を除く）
10：00～16：00

駅前子育て支援センター
電話でも可 直通�777－7708 こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調

整して決定
児童発達支援センター分室
�787－5562

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
の相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
9：00～17：00

教育センター
直通�786－3237

教育委員会学校
支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
13：00～15：00

地域福祉活動センター
直通�728－2369

社会福祉協議会
結 婚 相 談 民生委員 結婚を望む方の相談 毎週土曜日（祝日を除く）

13：00～15：00 地域福祉活動センター

平成26年度危険物取扱者試験（第4回・5回）
消防法で定められる数量以上の危険物を貯蔵し、または取り扱う人は、危険物取

扱者免状が必要です。

※試験のための準備講習会もあります。
願書配布・問合せ�平日午前8時30分～午後5時15分

桶川消防署管理指導課�773－1190
願書提出先�㈶消防試験研究センター埼玉県支部試験係

受付期間

８月２１日㈭～
９月３日㈬

試験会場
埼玉工業大学（深谷市）

芝浦工業大学（さいたま市）

種類

全種類

試験日
9月28日㈰
10月5日㈰

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

入場無料
申込不要

テーマ 夏休み特別企画 北里研究所解説１００周年記念
「北里大学の学祖 北里柴三郎ってどんな人？」 講師：脳神経外科部長 岡 秀宏

■日時：7月30日㈬15：00～16：30 ■場所：北里大学メディカルセンター南館2階AB会議室
※通常は毎月第3土曜日に開催しておりますが、平成26年7月のみ平日に実施いたしますのでお間違えのないようにお願いいたします。

9月より病院構内全面禁煙化を実施します。みなさまのご協力をお願いいたします。
後援：北本市、桶川市、鴻巣市／北本市、桶川市、鴻巣市の各老人クラブ連合会

☆お問い合わせ：北里大学メディカルセンター総務課 048－593－1212（代表）

北里大学メディカルセンター 市民公開講座

☆自衛官募集☆
募集種目 受付期間 応募資格 試験予定日

航 空 学 生 ８月１日㈮～
９月９日㈫必着

日本国籍を有するもの
高卒、１８歳以上２１歳未満

１次試験 ９月２３日㈫
２次、３次試験有り

自 衛 官
候 補 生

男子 年間を通じて
受付中 日本国籍を有するもの

１８歳以上２７歳未満

受付時にお知らせします

女子 ８月１日㈮～
９月９日㈫必着

９月２５日㈭～２９日㈪の
指定された１日

＊年齢は平成２７年４月１日現在
※ホームページからも内容の確認および資料請求などできます。
問合せ�自衛隊さいたま地域事務所�６５１－２４２０


